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した。当院 NICU に入院した極低出生体重児 25 例を対象にして心機能、臓器血
流を超音波検査で前方視的に調査した。 7 例が晩期循環不全を発症し、治療介
入前にそれぞれ超音波検査を行った。晩期循環不全発症前、発症時、発症後の
結果と晩期循環不全発症群、非発症群の週数をマッチさせた結果をそれぞれ比
較した。  
晩期循環不全発症時に左室収縮力は上昇しており、左室後壁壁応力は低下し
ていた。上腸間膜動脈と腎動脈の収縮期血流速度は著明に上昇し、拡張期血流
速度は腎動脈と前大脳動脈で有意に低下していた。平均血流速度は上腸間膜動
脈で上昇しており、腎血流は変化なく、前大脳動脈で低下していた。  
今回の結果から晩期循環不全の血行動態は血管拡張を主態とした血流分布
不均等の循環不全であるといえる。腎動脈では血管拡張に伴う糸球体濾過圧の
低下が乏尿の原因となっていると考えられた。脳血流では平均血流速度が減少
していることが合併症である脳室周囲白質軟化症の原因となっていると考えら
れた。  
超音波検査による臓器血流の評価は晩期循環不全の病態を理解するうえで
有用であった。  
